
2021 年 6 月 27 日(日)礼拝メッセージ 

聖書箇所：雅歌 2 章 8～17 節 

タイトル：「さあ立って、出て行こう」 

 

Ⅰ．新しい季節がやって来た(8-13) 

 

■申命記 11 章 14 節 

「わたしは時にかなって、あなたがたの地に雨、初めの雨と後の雨をもたらす。あなたは穀物と新しいぶどう酒と

油を集めることができる。」 

 

■Ⅱコリント 5:17 

「ですから、だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、す

べてが新しくなりました。」 

 

Ⅱ．岩の裂け目にいる鳩 (14) 

 

■出エジプト記 33 章 20～23 節 

「また言われた。「あなたはわたしの顔を見ることはできない。人はわたしを見て、なお生きていることはできない

からである。」 また【主】は言われた。「見よ、わたしの傍らに一つの場所がある。あなたは岩の上に立て。  わた

しの栄光が通り過ぎるときには、わたしはあなたを岩の裂け目に入れる。わたしが通り過ぎるまで、この手であな

たをおおっておく。わたしが手をのけると、あなたはわたしのうしろを見るが、わたしの顔は決して見られない。」」  

 

■Ⅰコリント 10 章 4 節 

「その岩とはキリストです。」 

 

■ローマ 7:18-21 

「私は、自分のうちに、すなわち、自分の肉のうちに善が住んでいないことを知っています。私には良いことをした

いという願いがいつもあるのに、実行できないからです。私は、したいと願う善を行わないで、したくない悪を行っ

ています。私が自分でしたくないことをしているなら、それを行っているのは、もはや私ではなく、私のうちに住ん

でいる罪です。そういうわけで、善を行いたいと願っている、その私に悪が存在するという原理を、私は見出しま

す。」 

 

■ローマ 8:1-11 

「こういうわけで、今や、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。なぜなら、キリスト・

イエスにあるいのちの御霊の律法が、罪と死の律法からあなたを解放したからです。肉によって弱くなったため、

律法にできなくなったことを、神はしてくださいました。神はご自分の御子を、罪深い肉と同じような形で、罪のき

よめのために遣わし、肉において罪を処罰されたのです。それは、肉に従わず御霊に従って歩む私たちのうち

に、律法の要求が満たされるためなのです。肉に従う者は肉に属することを考えますが、御霊に従う者は御霊に

属することを考えます。肉の思いは死ですが、御霊の思いはいのちと平安です。なぜなら、肉の思いは神に敵対

するからです。それは神の律法に従いません。いや、従うことができないのです。肉のうちにある者は神を喜ば

せることができません。しかし、もし神の御霊があなたがたのうちに住んでおられるなら、あなたがたは肉のうちに

ではなく、御霊のうちにいるのです。もし、キリストの御霊を持っていない人がいれば、その人はキリストのもので

はありません。キリストがあなたがたのうちにおられるなら、からだは罪のゆえに死んでいても、御霊が義のゆえ

にいのちとなっています。イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊が、あなたがたのうちに住んでおられる

なら、キリストを死者の中からよみがえらせた方は、あなたがたのうちに住んでおられるご自分の御霊によって、

あなたがたの死ぬべきからだも生かしてくださいます。」  

 

Ⅲ. 狐を捕らえてください(15-17) 

 

■詩篇 100 篇 3 節 

「知れ。主こそ神。主が私たちを造られた。私たちは主のもの主の民その牧場の羊。」  

 

■ローマ 14 章 8 節 

「私たちは、生きるとすれば主のために生き、死ぬとすれば主のために死にます。ですから、生きるにしても、死

ぬにしても、私たちは主のものです。」 


